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志高く、世界へ！志志高く、高く、世界世界へ！へ！
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東　地　区
年間最高殊勲選手賞 中川彩音（戸田中央 メディックス埼玉） 打率0.396 10本塁打 19打点

最優秀防御率賞 増田侑希（戸田中央 メディックス埼玉） 防御率0.96

最多勝利投手賞 後藤希友（戸田中央 メディックス埼玉） 13勝2敗

首位打者賞 中川彩音（戸田中央 メディックス埼玉） 打率0.396

最多本塁打賞 中川彩音（戸田中央 メディックス埼玉） 10本塁打

最多打点賞 坂本結愛（戸田中央 メディックス埼玉） 31打点

最多盗塁賞
川村莉沙（ビックカメラ高崎 ビークイーン）

12盗塁
中川彩音（戸田中央 メディックス埼玉）

ベストナイン

投手 後藤希友（戸田中央 メディックス埼玉） 13勝2敗 防御率1.17

捕手 坂本結愛（戸田中央 メディックス埼玉） 打率0.344 8本塁打 31打点

一塁手 内藤実穂（ビックカメラ高崎 ビークイーン） 打率0.267 3本塁打 22打点

二塁手 川畑瞳（ホンダ リヴェルタ） 打率0.337 3本塁打 14打点

三塁手 笠原朱里（日立 サンディーバ） 打率0.309 6本塁打 18打点

遊撃手 三輪玲奈（戸田中央 メディックス埼玉） 打率0.323 2本塁打 8打点

外野手

中川彩音（戸田中央 メディックス埼玉） 打率0.396 10本塁打 19打点

山口みどり（戸田中央 メディックス埼玉） 打率0.333 9本塁打 22打点

塚本蛍（ホンダ リヴェルタ） 打率0.333 6本塁打 18打点

指名選手 山口未葵（ホンダ リヴェルタ） 打率0.293 2本塁打 17打点

新人賞
投手部門 奥野心（日立 サンディーバ） 1勝2敗 防御率2.85
野手部門 谷口日彩（デンソー ブライトペガサス） 打率0.363 2本塁打 12打点

年間最高殊勲選手賞 メーガン・ファライモ（トヨタ レッドテリアーズ） 18勝3敗 防御率0.73 164奪三振

最優秀防御率賞 メーガン・ファライモ（トヨタ レッドテリアーズ） 防御率0.73

最多勝利投手賞 メーガン・ファライモ（トヨタ レッドテリアーズ） 18勝3敗

首位打者賞 島仲湊愛（トヨタ レッドテリアーズ） 打率0.395

最多本塁打賞
安川裕美（伊予銀行 ヴェールズ）

9本塁打
山田柚葵（トヨタ レッドテリアーズ）

最多打点賞 山田柚葵（トヨタ レッドテリアーズ） 33打点

最多盗塁賞 小林美沙紀（SHIONOGI レインボーストークス） 20盗塁

ベストナイン

投手 メーガン・ファライモ（トヨタ レッドテリアーズ） 18勝3敗 防御率0.73

捕手 安川裕美（伊予銀行 ヴェールズ） 打率0.300 9本塁打 18打点

一塁手 ステーシー・ポーター（SGホールディングス ギャラクシースターズ） 打率0.299 5本塁打 16打点

二塁手 須藤志歩（豊田自動織機 シャイニングベガ） 打率0.353 6本塁打 19打点

三塁手 木村愛（SHIONOGI レインボーストークス） 打率0.314 4本塁打 14打点

遊撃手 石川恭子（トヨタ レッドテリアーズ） 打率0.341 2本塁打 11打点

外野手

島仲湊愛（トヨタ レッドテリアーズ） 打率0.395 3本塁打 15打点

山田柚葵（トヨタ レッドテリアーズ） 打率0.359 9本塁打 33打点

谷本奈々（SHIONOGI レインボーストークス） 打率0.288 6本塁打 17打点

指名選手 マケナ・スミス（豊田自動織機 シャイニングベガ） 打率0.286 5本塁打 15打点

新人賞
投手部門 成瀨結衣（トヨタ レッドテリアーズ） 5勝1敗 防御率1.75
野手部門 伊藤美紅（日本精工 ブレイブベアリーズ） 打率0.225 5本塁打 11打点

◆ニトリ ＪＤ．ＬＥＡＧＵＥ ２０２５ 個人表彰◆

西　地　区
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東地区ＭＶＰ
中川 彩音

（戸田中央 メディックス埼玉）

西地区ＭＶＰ
メーガン・ファライモ
（トヨタ レッドテリアーズ）

東地区ベストナイン

西地区ベストナイン

選手・チームのプロフィール、試合結果、全試合の LIVE 配信は JD.LEAGUE 公式サイトで！選手・チームのプロフィール、試合結果、全試合の LIVE 配信は JD.LEAGUE 公式サイトで！

https://jdleague.jp/https://jdleague.jp/

Most Wow! Player of the Year 坂本結愛（戸田中央 メディックス埼玉） 年間7回受賞

Wow! Experience 賞 伊予銀行 ヴェールズ

JD.LEAGUE特別賞
上野由岐子（ビックカメラ高崎 ビークイーン） 通算250勝　2500奪三振

藤田倭（ビックカメラ高崎 ビークイーン） 通算200打点
▼Most Wow! Player of the Year	
…ニトリ JD.LEAGUE 2025 レギュラーシーズンの全試合で実施したMost Wow! Player 賞の受賞回数が最も多い選手に贈られます。

▼Wow！ Experience 賞
…ＪＤリーグがかかげるダイヤモンドエンタテイメントのキーワード「Wow! Experience」（驚きや感動・興奮を提供する）に最
もふさわしい活躍をされた選手やチーム関係者に贈られます。

▼ JD.LEAGUE特別表彰
…JD.LEAGUEおよび日本ソフトボール界に対して多大な貢献が見られた選手、団体等に贈られます。	

ニトリ JD.LEAGUE AWARDS 2025

https://jdleague.jp/
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賞 選手名 成績

最高殊勲選手賞 宮坂 佑希（YKK） 打率0.500 4本塁打 13打点

ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
（
プ
ラ
チ
ナ
セ
ク
シ
ョ
ン
）

投　手 小井沼 美月（靜甲） ７勝１敗 防御率1.20

捕　手 林 佑奈（Citrine Ichinomiya） 打率0.250 2本塁打 7打点

一塁手 小黒 美空（靜甲） 打率0.389 1本塁打 13打点

二塁手 鈴木 真由子（MORI ALL WAVE KANOYA） 打率0.387 5打点

三塁手 矢﨑 月菜（大和電機 Blue Lakers） 打率0.378 1本塁打 10打点

遊撃手 西出 蓮実（ルネス紅葉スポーツ柔整専門学校） 打率0.386 3本塁打 9打点

外野手

藤田 直（MORI ALL WAVE KANOYA） 打率0.342 3本塁打 8打点

岡田 南（花王コスメ小田原 フェニックス） 打率0.364 9打点

福元 彩未（MORI ALL WAVE KANOYA） 打率0.372 1本塁打 7打点

指名選手 新海 雪奈（大和電機 Blue Lakers） 打率0.342 4本塁打 13打点

ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
（
サ
フ
ァ
イ
ア
セ
ク
シ
ョ
ン
）

投　手 畑中 萌（YKK） ５勝１敗 防御率1.29

捕　手 青木 千秋（YKK） 打率0.406 9打点

一塁手 岡田 望（平林金属 Peachblossoms） 打率0.483 3本塁打 13打点

二塁手 釣 春香（ペヤング） 打率0.325 1打点

三塁手 守時 瑞希（小泉病院 Blue Arrows） 打率0.343 1本塁打 13打点

遊撃手 立川 夏波（小泉病院 Blue Arrows） 打率0.583 4打点

外野手

宮坂 佑希（YKK） 打率0.500 4本塁打 13打点

大内 麻里奈（YKK） 打率0.410 3本塁打 10打点

橋本 奈津紀（小泉病院 Blue Arrows） 打率0.370 3打点

指名選手 泉野 美音（小泉病院 Blue Arrows） 打率0.361 2本塁打 11打点

第58回日本女子リーグ個人表彰
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チーム紹介・選手プロフィール・試合スケジュール等詳細はJSLオフィシャルウェブサイトで！

小井沼 美月小井沼 美月（靜甲）（靜甲）

小黒 美空小黒 美空（靜甲）（靜甲）釣 春香釣 春香（ペヤング）（ペヤング）

大内 麻里奈大内 麻里奈（YKK）（YKK）宮坂 佑希宮坂 佑希（YKK）（YKK）

畑中 萌畑中 萌（YKK）（YKK）

青木 千秋青木 千秋（YKK）（YKK）
林 佑奈林 佑奈

（Citrine Ichinomiya）（Citrine Ichinomiya）

鈴木 真由子鈴木 真由子
（MORI ALL WAVE KANOYA）（MORI ALL WAVE KANOYA）

西出 蓮実西出 蓮実
（ルネス紅葉スポーツ柔整専門学校）（ルネス紅葉スポーツ柔整専門学校）

矢﨑 月菜矢﨑 月菜
（大和電機 Blue Lakers）（大和電機 Blue Lakers）

藤田 直藤田 直
（MORI ALL WAVE KANOYA）（MORI ALL WAVE KANOYA）

福元 彩未福元 彩未
（MORI ALL WAVE KANOYA）（MORI ALL WAVE KANOYA）

新海 雪奈新海 雪奈
（大和電機 Blue Lakers）（大和電機 Blue Lakers）

泉野 美音泉野 美音
（小泉病院 Blue Arrows）（小泉病院 Blue Arrows）

橋本 奈津紀橋本 奈津紀
（小泉病院 Blue Arrows）（小泉病院 Blue Arrows）

立川 夏波立川 夏波
（小泉病院 Blue Arrows）（小泉病院 Blue Arrows）

岡田 南岡田 南
（花王コスメ小田原 フェニックス）（花王コスメ小田原 フェニックス）

守時 瑞希守時 瑞希
（小泉病院 Blue Arrows）（小泉病院 Blue Arrows）

岡田 望岡田 望
（平林金属 Peachblossoms）（平林金属 Peachblossoms）

ＭＶＰＭＶＰ
宮坂 佑希（YKK）宮坂 佑希（YKK）

https://jsl-women.com/
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賞 選手名 成績

最高殊勲選手賞 浜本 悌（平林金属） 打率0.449 2本塁打 7打点

最優秀防御率賞 野本 誠士（高知パシフィックウェーブ） 防御率0.99

最多勝利投手賞 大西 泰河（ジェイテクト） 11勝６敗

首位打者賞 浜本 悌（平林金属） 打率0.449

本塁打王 八木 孔輝（トヨタ） ８本塁打

打 点 王 鳥山 和也（平林金属） 23打点

盗 塁 王 浜本 悌（平林金属） ７盗塁

ベ
ス
ト
ナ
イ
ン

投　手 景山 蓮（平林金属） ５勝０敗 防御率1.12

捕　手 山内 貴博（大阪桃次郎） 打率0.327 7本塁打 14打点

一塁手 鳥山 和也（平林金属） 打率0.383 6本塁打 23打点

二塁手 八角 光太郎（平林金属） 打率0.409 1本塁打 7打点

三塁手 真﨑 海斗（トヨタ） 打率0.420 4本塁打 15打点

遊撃手 大川 竜志（ジェイテクト） 打率0.340 2本塁打 12打点

外野手

浜本 悌（平林金属） 打率0.449 2本塁打 7打点

黒岩 誠亥（トヨタ） 打率0.442 3本塁打 7打点

小島 銀河（愛媛ウエスト） 打率0.352 2本塁打 15打点

指名選手 小原 孝太（大阪桃次郎） 打率0.396 5本塁打 19打点

第54回日本男子リーグ個人表彰

Ｍ
Ｖ
Ｐ

Ｍ
Ｖ
Ｐ

浜
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平
林
金
属
）

浜
本 

悌

（
平
林
金
属
）
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日本男子リーグのチーム情報等は日本ソフトボール協会オフィシャルホームページで！

最優秀防御率賞最優秀防御率賞
野本 誠士野本 誠士

（高知パシフィックウェーブ）（高知パシフィックウェーブ）

本塁打王本塁打王
八木 孔輝八木 孔輝
（トヨタ）（トヨタ）

ベストナイン 二塁手ベストナイン 二塁手
八角 光太郎八角 光太郎
（平林金属）（平林金属）

ベストナイン 外野手ベストナイン 外野手
小島 銀河小島 銀河

（愛媛ウエスト）（愛媛ウエスト）

ベストナイン 投手ベストナイン 投手
景山 蓮景山 蓮

（平林金属）（平林金属）

ベストナイン 遊撃手ベストナイン 遊撃手
大川 竜志大川 竜志

（ジェイテクト）（ジェイテクト）

最多勝利投手賞最多勝利投手賞
大西 泰河大西 泰河

（ジェイテクト）（ジェイテクト）

打 点 王打 点 王
鳥山 和也鳥山 和也
（平林金属）（平林金属）

ベストナイン 捕手ベストナイン 捕手
山内 貴博山内 貴博

（大阪桃次郎）（大阪桃次郎）

ベストナイン 外野手ベストナイン 外野手
浜本 悌浜本 悌

（平林金属）（平林金属）

首位打者賞首位打者賞
浜本 悌浜本 悌

（平林金属）（平林金属）

盗 塁 王盗 塁 王
浜本 悌浜本 悌

（平林金属）（平林金属）

ベストナイン 三塁手ベストナイン 三塁手
真﨑 海斗真﨑 海斗
（トヨタ）（トヨタ）

ベストナイン 指名選手ベストナイン 指名選手
小原 孝太小原 孝太

（大阪桃次郎）（大阪桃次郎）

ベストナイン 一塁手ベストナイン 一塁手
鳥山 和也鳥山 和也
（平林金属）（平林金属）

ベストナイン 外野手ベストナイン 外野手
黒岩 誠亥黒岩 誠亥
（トヨタ）（トヨタ）

http://www.softball.or.jp/league/mens/tournament2025/
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昨
年
12
月
２
日
（
火
）
～
５
日
（
金
）、

高
知
県
高
知
市
／
春
野
総
合
運
動
公
園
を
会

場
に
「
男
子
Ｕ
23
日
本
代
表
チ
ー
ム
選
手
選

考
会
」（
第
２
回
男
子
Ｕ
23
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
出
場
選
手
選
考
会
）
が
開
催
さ
れ
、
全
国

か
ら
49
名
の
選
手
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

　

〝
前
回
準
優
勝
を
超
え
て
、
世
界
一
を
勝

ち
獲
る
！
〟
そ
の
大
き
な
目
標
を
達
成
す
る

べ
く
、
選
手
個
々
の
こ
れ
ま
で
の
実
績
、
こ

の
選
考
会
に
お
け
る
成
績
を
評
価
す
る
の
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、「
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

で
戦
え
る
選
手
か
否
か
」
が
じ
っ
く
り
と
見

極
め
ら
れ
た
。

　

選
考
会
初
日
は
ま
ず
参
加
選
手
全
員
の
体

力
・
運
動
能
力
を
測
定
。
握
力
、
背
筋
力
、

６
秒
全
力
ペ
ダ
リ
ン
グ
、
50
ｍ
走
（
光
電
管

セ
ン
サ
ー
で
10
・
20
・
30
・
50
ｍ
地
点
を
測

定
）
と
４
種
目
の
測
定
で
各
選
手
の
基
本
的

な
運
動
能
力
を
チ
ェ
ッ
ク
・
数
値
化
。
並
行

し
て
中
村
健
二
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
・
選
手
と
の

個
人
面
談
も
実
施
し
、
そ
の
後
、
投
手
の
球

速
測
定
、
捕
手
の
ス
ロ
ー
イ
ン
グ
（
盗
塁
阻

止
を
想
定
し
た
二
塁
へ
の
送
球
）
計
測
、
野

手
の
シ
ー
ト
ノ
ッ
ク
・
フ
リ
ー
バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
が
行
わ
れ
た
。

　

選
考
会
２
日
目
以
降
は
49
名
の
参
加
選
手

を
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
Ｄ
の
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に

振
り
分
け
、
紅
白
戦
形
式
で
対
戦
さ
せ
る
実

戦
主
体
の
選
考
内
容
。
２
日
目
～
４
日
目

（
最
終
日
）の
午
前
中
ま
で
、「
合
計
７
試
合
」

に
及
ぶ
紅
白
戦
で
選
手
一
人
ひ
と
り
の
「
実

戦
能
力
」（
※
投
手
は
与
え
ら
れ
た
イ
ニ
ン

グ
数
の
中
で
ど
こ
ま
で
実
力
を
発
揮
で
き
る

か
、
野
手
は
守
備
、
打
撃
、
走
塁
と
い
っ
た

基
本
的
な
要
素
に
加
え
、
攻
守
に
お
け
る
特

徴
・
ス
ト
ロ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
の
有
無
、
実
戦

の
中
で
の
状
況
判
断
能
力
や
そ
こ
で
選
択
し

た
プ
レ
イ
の
有
効
性
・
確
実
性
、
ま
た
、
そ

れ
ら
の
要
素
・
能
力
が
『
世
界
に
通
用
す
る

レ
ベ
ル
』
に
あ
る
か
ど
う
か
等
）
を
厳
し
く

チ
ェ
ッ
ク
。
各
選
手
最
終
日
の
紅
白
戦
の
ラ

ス
ト
一
球
・
ワ
ン
プ
レ
イ
ま
で
懸
命
に
ア
ピ

ー
ル
を
続
け
、
４
日
間
に
わ
た
る
選
考
会
の

全
日
程
を
終
了
し
た
。

　

厳
正
な
選
考
を
経
て
決
定
し
た
「
男
子
Ｕ

23
日
本
代
表
16
名
」
は
９
頁
の
通
り
。

　

「
第
２
回
男
子
Ｕ
23
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」

は
本
年
４
月
25
日
～
５
月
３
日
、
コ
ロ
ン
ビ

ア
・
シ
ン
セ
レ
ホ
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。

●
男
子
Ｕ
23
日
本
代
表
レ
ポ
ー
ト
●

ワールドカップに挑む代表選手を

厳しく「選考」！
ワールドカップに挑む代表選手をワールドカップに挑む代表選手を

厳しく「選考」！厳しく「選考」！

今回チームの指揮を執る中村健二ヘッドコーチ
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◆男子Ｕ23日本代表チーム
（第₂回男子Ｕ23ワールドカップ出場選手）

・投手
　阿曽　慣太（平林金属）
　高橋　理央（同志社大）
　帆足　陽平（日本エコシステム）
　八木　孔輝（トヨタ）

・捕手
　上野　結来（同志社大）
　米野　智陽（旭化成）

・内野手
　安形　恭悟（中京大）
　有村　翼冴（環太平洋大）
　木戸　蓮織（大阪桃次郎）
　田宮　有貴（ジェイテクト）
　永吉　飛斗（旭化成）
　山本　陸人（豊田自動織機）

・外野手
　宇宿　雅哉（ジェイテクト）
　大野流畏斗（トヨタ）
　芝　　海人（高知パシフィックウェーブ）
　津田　龍輝（日本体育大）
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「連覇」へ向けた戦いがスタート！
　

「
第
18
回
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
」
は
、
２
０
２
６
年
に
チ
ェ
コ
、
ペ
ル
ー
、

ア
メ
リ
カ
で
「
グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ
」
が
開

催
さ
れ
、
翌
２
０
２
７
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
で
開
催
さ
れ
る
「
フ
ァ
イ
ナ
ル
」
に
出
場

す
る
８
チ
ー
ム
を
決
定
す
る
。

　

「
グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ
」
に
は
、
各
大
陸

の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
18
チ
ー
ム
が
出
場
。

こ
の
18
チ
ー
ム
が
６
チ
ー
ム
ず
つ
Ａ
・
Ｂ
・

Ｃ
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
振
り
分
け
ら
れ
、
各

グ
ル
ー
プ
上
位
２
チ
ー
ム
に
与
え
ら
れ
る

「
フ
ァ
イ
ナ
ル
」
へ
の
出
場
権
獲
得
を
め
ざ

し
、
戦
う
こ
と
に
な
る
。

　

「
グ
ル
ー
プ
Ａ
」「
グ
ル
ー
プ
Ｂ
」「
グ
ル

ー
プ
Ｃ
」
へ
の
振
り
分
け
、
出
場
チ
ー
ム
の

顔
ぶ
れ
は
次
の
通
り
。

　
「
グ
ル
ー
プ
Ａ
」

▽
２
０
２
６
年
６
月
16
日
～
20
日

　

チ
ェ
コ
・
プ
ラ
ハ
で
開
催

【
出
場
チ
ー
ム
】

　

カ
ナ
ダ
（
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
４
位
）

　

チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
タ
イ
ペ
イ
（
同
５
位
）

　

イ
タ
リ
ア
（
同
９
位
）

　

チ
ェ
コ
（
同
10
位
）

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
（
同
11
位
）

　

キ
ュ
ー
バ
（
同
14
位
）

　
「
グ
ル
ー
プ
Ｂ
」

▽
２
０
２
６
年
７
月
14
日
～
18
日

　

ペ
ル
ー
・
リ
マ
で
開
催

【
出
場
チ
ー
ム
】

　

日
本
（
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
）

　

プ
エ
ル
ト
リ
コ
（
同
３
位
）

　

イ
ギ
リ
ス
（
同
12
位
）

　

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
（
同
16
位
）

　

ペ
ル
ー
（
同
18
位
）

　

ウ
ガ
ン
ダ
（
同
53
位
）

　
「
グ
ル
ー
プ
Ｃ
」

▽
２
０
２
６
年
９
月
12
日
～
16
日

　

ア
メ
リ
カ
・
オ
ク
ラ
ホ
マ
シ
テ
ィ
で
開
催

【
出
場
チ
ー
ム
】

　

ア
メ
リ
カ
（
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
２
位
）

　

オ
ラ
ン
ダ
（
同
６
位
）

　

メ
キ
シ
コ
（
同
７
位
）

　

中
国
（
同
８
位
）

　

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
同
23
位
）

　

南
ア
フ
リ
カ
（
同
36
位
）

※
世
界
ラ
ン
キ
ン
グ
は

　

２
０
２
５
年
12
月
31
日
時
点
の
も
の

　

チ
ェ
コ
・
プ
ラ
ハ
で
開
催
さ
れ
る
「
グ
ル

ー
プ
Ａ
」
か
ら
順
に
、「
グ
ル
ー
プ
Ｂ
」「
グ

ル
ー
プ
Ｃ
」
と
戦
い
の
舞
台
が
移
っ
て
い
き
、

２
０
２
７
年
４
月
５
日
～
11
日
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
・
レ
ッ
ド
ク
リ
フ
で
開
催
さ
れ
る「
第

18
回
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
女
子
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ 

フ
ァ

イ
ナ
ル
」
へ
の
出
場
を
め
ざ
し
、
熱
戦
を
繰

り
広
げ
る
こ
と
に
な
る
。

第18回WBSC 女子ワールドカップ グループステージ
グループ分け決定！
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大
会
の
試
合
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
詳
細
は
ま
だ
発

表
さ
れ
て
い
な
い
が
、
前
回
と
同
じ
試
合
方
式

で
あ
れ
ば
、「
グ
ル
ー
プ
Ａ
」「
グ
ル
ー
プ
Ｂ
」

「
グ
ル
ー
プ
Ｃ
」
各
グ
ル
ー
プ
出
場
６
チ
ー
ム

で
シ
ン
グ
ル
ラ
ウ
ン
ド
ロ
ビ
ン
（
１
回
総
当
た

り
）
方
式
の
リ
ー
グ
戦
（
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ラ
ウ

ン
ド
）
を
行
い
、
１
位
～
６
位
を
決
定
。
１
位

と
２
位
、
３
位
と
４
位
、
５
位
と
６
位
が
対
戦

し
、
最
終
順
位
を
決
定
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ラ
ウ

ン
ド
５
位
・
６
位
の
チ
ー
ム
は
そ
の
時
点
で

「
フ
ァ
イ
ナ
ル
」
進
出
の
可
能
性
が
な
く
な
り
、

１
位
・
２
位
の
対
戦
の
勝
者
が
ま
ず
「
第
１

代
表
」
と
な
り
、そ
の
試
合
の
敗
者
が
３
位
・

４
位
の
対
戦
の
勝
者
と
対
戦
。「
第
２
代
表
」

の
座
を
か
け
、
戦
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
「
第
１
代
表
」「
第
２
代
表
」
と
な
っ

た
チ
ー
ム
が
「
フ
ァ
イ
ナ
ル
」
に
駒
を
進
め
、「
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
優
勝
」「
世
界
一
」
の
座
を
争
う

「
最
終
決
戦
」
に
駒
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。

　

「
デ
ィ
フ
ェ
ン
デ
ィ
ン
グ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
」

と
し
て
迎
え
る
「
第
18
回
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
女
子
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
」
で
「
連
覇
」
を
狙
う
「
世

界
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
」
の
女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本

代
表
は
、「
第
18
回
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
女
子
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
」
の
大
陸
予
選
に
あ
た
る
「
第
14
回

ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
」（
２
０
２
５
年
７
月
14
日
～

20
日
／
中
国
・
西
安
で
開
催
）
を
９
戦
全
勝

で
「
優
勝
」
し
、「
グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ
」
進

出
を
決
め
て
い
る
（
※
大
会
出
場
メ
ン
バ
ー
、

大
会
結
果
詳
報
は
こ
ち
ら
）。

　

来
夏
、
ペ
ル
ー
・
リ
マ
で
開
催
さ
れ
る

「
グ
ル
ー
プ
Ｂ
」
で
は
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
、

イ
ギ
リ
ス
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
ペ
ル
ー
、
ウ
ガ

ン
ダ
と
同
組
と
な
り
、
上
位
２
チ
ー
ム
に
与

え
ら
れ
る
「
フ
ァ
イ
ナ
ル
」
へ
の
出
場
権
を

か
け
、
戦
う
こ
と
に
な
る
。　

　

ま
ず
は
「
グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ
」
を
突
破

し
、「
フ
ァ
イ
ナ
ル
」
に
駒
を
進
め
、
そ
こ

で
「
連
覇
」
を
達
成
す
れ
ば
、
早
く
も
「
Ｌ

Ａ
28
」（
２
０
２
８
年
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
）
の
出
場
権
を
獲
得
す
る
こ
と
に

な
る
（
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
優
勝
チ
ー
ム
に
は

Ｌ
Ａ
28
へ
の
出
場
権
が
与
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

Ｌ
Ａ
28
の
ホ
ス
ト
国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
は
す

で
に
「
開
催
地
枠
」
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

が
決
定
し
て
い
る
た
め
、
ア
メ
リ
カ
が
決
勝

に
進
出
す
れ
ば
、
そ
の
対
戦
相
手
と
な
る
チ

ー
ム
は
、
優
勝
し
て
も
準
優
勝
に
終
わ
っ
て

も
「
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
最
上
位
」
の
チ
ー
ム

と
し
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
権
を
手
に
す

る
こ
と
に
な
る
）。

　

女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
は
昨
年
末
、
群
馬

県
高
崎
市
で
「
第
３
次
国
内
強
化
合
宿
」

（
12
月
４
日
～
16
日
）
を
実
施
し
、
年
明
け

早
々
に
は
長
崎
県
大
村
市
で
「
第
４
次
国
内

強
化
合
宿
」（
１
月
15
日
～
25
日
）
を
行
い
、

そ
の
ま
ま
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
「
第
１

次
海
外
強
化
合
宿
」（
１
月
25
日
～
２
月
６

日
）
へ
。
ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で

の
「
第
２
次
海
外
強
化
合
宿
」（
２
月
14
日

～
25
日
）
ま
で
、「
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
」
で
強
化

に
励
む
こ
と
に
な
る
（
※
各
合
宿
参
加
メ
ン

バ
ー
は
こ
ち
ら
）。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
「
連
覇
」、

オ
リ
ン
ピッ
ク
「
３
大
会
連
続
の
金
メ
ダ
ル
」

へ
向
け
た
戦
い
は
も
う
始
ま
っ
て
い
る
!!

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
連
覇
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
３
大
会

連
続
金
メ
ダ
ル
…
…
期
待
と
注
目
度
が
高
ま
る
！

「世界一」のチームであるために……自らを鍛え、高める日々が続く

世
界
一

や
る
ぞ
！

http://www.softball.or.jp/asiacup2025/
http://www.softball.or.jp/national/woman/players2025.html
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去
る
11
月
25
日
（
火
）
～
30
日
（
日
）、「
日

韓
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
」
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
競
技
（
チ
ー
ム
派
遣
）
が
実
施
さ
れ
た
。

　

こ
の
「
日
韓
交
流
事
業
」
は
２
０
０
１
年

に
ス
タ
ー
ト
し
、
今
年
で
22
回
目
の
開
催
。

２
０
１
９
年
の
開
催
の
後
、コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、

２
０
２
０
年
～
２
０
２
２
年
の
３
年
間
、「
中
止
」

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
開
催
を
見
合
わ
せ
て
き

た
が
、
２
０
２
３
年
に
よ
う
や
く
「
再
開
」

さ
れ
、
今
年
も
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
「
交
流
事
業
」
は
、
ア
ジ
ア
近
隣
諸

国
と
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
を
促
進
し
、
両
国
の

友
好
親
善
と
競
技
力
向
上
を
目
的
に
「
相
互

派
遣
方
式
」
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

従
前
は
、
９
月
初
旬
に
ま
ず
日
本
チ
ー
ム

が
韓
国
を
訪
問
。
11
月
に
韓
国
チ
ー
ム
が
来

日
す
る
の
が
「
通
例
」
で
あ
っ
た
が
、
２
０

２
３
年
か
ら
韓
国
チ
ー
ム
（
女
子
Ｕ
18
代
表

チ
ー
ム
）
が
先
に
来
日
し
、「
日
本
代
表
チ

ー
ム
」
が
11
月
に
韓
国
を
訪
問
す
る
パ
タ
ー

ン
に
切
り
換
え
ら
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
「
チ
ー
ム
派
遣
」
事
業
で
は
、

２
０
２
５
年
３
月
に
開
催
さ
れ
た
「
第
43
回

全
国
高
校
選
抜
女
子
大
会
」
で
優
勝
し
た
千

葉
経
済
大
学
附
属
高
等
学
校
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
が
「
日
本
代
表
」
と
し
て
、
韓
国
・
釜
山

を
訪
問
。
６
日
間
に
わ
た
り
充
実
し
た
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
。

日韓ジュニアスポーツ交流事業
（ソフトボール競技／チーム派遣）
令和７年11月25日（火）～30日（日）　韓国・釜山

日韓両国のレベルアップをめざして
韓国・釜山で活発に親善・交流
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▽
11
月
25
日
（
火
）

　

９
時
45
分
、
成
田
国
際
空
港
第
１
タ
ー
ミ

ナ
ル
集
合
。
12
時
45
分
、
大
韓
航
空
・
Ｋ
Ｅ

２
１
３
０
便
で
今
回
の
交
流
事
業
が
実
施
さ

れ
る
韓
国
・
釜
山
へ
と
出
発
し
た
。

　

15
時
を
少
し
回
っ
た
時
刻
に
金
海
国
際
空

港
に
到
着
。
ま
ず
は
宿
泊
先
と
な
る
ホ
テ
ル

へ
と
向
か
っ
た
。

　

ホ
テ
ル
に
到
着
す
る
と
韓
国
チ
ー
ム
が
出

迎
え
て
く
れ
、
先
に
実
施
さ
れ
た
招
待
事
業

（
２
０
２
５
年
８
月
８
日
（
金
）
～
13
日

（
水
）、
千
葉
県
千
葉
市
・
千
葉
県
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に
実
施
）
以
来

の
「
再
会
」
を
喜
び
合
い
、
選
手
同
士
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
た
。

　

夕
食
を
挟
み
、
翌
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
親

善
交
流
試
合
や
合
同
練
習
に
つ
い
て
の
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。

▽
11
月
26
日
（
水
）

　

こ
の
日
は
「
親
善
交
流
試
合
」
を
実
施
。
午

前
・
午
後
各
１
試
合
、
計
２
試
合
を
行
っ
た
。

　

招
待
事
業
実
施
時
と
比
べ
て
韓
国
チ
ー
ム

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
感
じ
ら
れ
、
交
流
事
業

の
「
成
果
」
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

１
試
合
目
は
６
︱
０
で
日
本
が
勝
利
し
た

が
、
２
試
合
目
は
６
︱
５
で
韓
国
チ
ー
ム
が

競
り
勝
ち
、
試
合
内
容
だ
け
で
な
く
、
試
合

「
結
果
」
に
お
い
て
も
交
流
事
業
の
「
成
果
」

を
見
せ
て
く
れ
た
。

▽
11
月
27
日
（
木
）

　

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
か
ら
両
チ
ー
ム
合

同
で
行
い
、
気
温
が
低
か
っ
た
た
め
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
中
心
の
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
た
。

　

こ
の
日
も
午
前
・
午
後
各
１
試
合
、
計
２

試
合
を
行
っ
た
。

　

両
チ
ー
ム
で
「
日
韓
混
合
チ
ー
ム
」
を
編

成
し
て
試
合
を
行
っ
た
た
め
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン

グ
ア
ッ
プ
の
時
か
ら
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
機
会
が
必
然
的
に
多
く
生
ま

れ
、「
言
葉
の
壁
」
も
あ
り
、
う
ま
く
連
携

が
と
れ
な
い
こ
と
や
チ
ー
ム
編
成
に
戸
惑
う

場
面
も
見
ら
れ
た
。

　

そ
れ
で
も
…
…
身
振
り
手
振
り
の
ゼ
ス
チ

ュ
ア
を
交
え
、
互
い
の
考
え
や
想
い
を
何
と

か
伝
え
よ
う
と
努
力
す
る
姿
に
つ
な
が
り
、

「
上
手
く
い
か
な
い
」
こ
と
さ
え
も
「
楽
し

さ
」
に
変
え
、
練
習
・
試
合
を
行
い
、
こ
の

交
流
事
業
の
「
原
点
」
や
「
意
義
」
を
改
め

て
感
じ
る
一
日
と
な
っ
た
。

▽
11
月
28
日
（
金
）

　

午
前
中
に
最
後
の
交
流
試
合
を
行
い
、
午

後
か
ら
は
合
同
練
習
を
行
っ
た
。

　

合
同
練
習
で
は
今
回
の
派
遣
事
業
で
「
日

本
代
表
」
と
し
て
韓
国
を
訪
問
し
た
千
葉
経

済
大
学
附
属
高
等
学
校
の
白
井
監
督
を
中
心

に
、
ピ
ッ
チ
ン
グ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。

　

野
手
は
千
葉
経
済
大
学
附
属
高
等
学
校
が

普
段
の
練
習
で
行
っ
て
い
る
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
の
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
し
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

の
基
礎
・
基
本
の
練
習
に
は
じ
ま
り
、
ノ
ッ

ク
ま
で
日
韓
両
国
の
垣
根
を
越
え
て
、
一
緒

に
な
っ
て
行
い
、
技
術
的
な
指
導
を
交
え
、

互
い
に
気
づ
い
た
点
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
合
う

等
、
活
発
な
交
流
が
行
わ
れ
た
。

　

ピ
ッ
チ
ャ
ー
に
関
し
て
は
、
韓
国
チ
ー
ム

の
選
手
を
中
心
に
変
化
球
の
練
習
を
重
点
的

に
行
っ
た
。

▽
11
月
29
日
（
土
）

　

韓
国
文
化
に
触
れ
る
べ
く
市
内
観
光
や
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
行
っ
た
。「
文
化
交
流
」
の

時
間
も
設
け
、
韓
国
チ
ー
ム
の
選
手
が
案
内

役
を
務
め
、
市
内
を
散
策
し
た
。

▽
11
月
30
日
（
日
）

　

早
朝
５
時
50
分
に
ホ
テ
ル
を
出
発
。
９
時

40
分
、
大
韓
航
空
・
Ｋ
Ｅ
２
１
２
９
便
で
金

海
国
際
空
港
を
出
発
。
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。

　

11
時
35
分
、
成
田
国
際
空
港
に
到
着
。
12

時
30
分
、
６
日
間
の
交
流
事
業
を
終
え
、
解

散
し
た
。

●
総
括

　

今
回
の
交
流
事
業
は
、
２
０
２
５
年
８
月

の
招
待
事
業
実
施
か
ら
韓
国
チ
ー
ム
の
技
術

向
上
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
感
じ
ら
れ
た
。
そ

れ
は
交
流
試
合
の
試
合
内
容
・
試
合
結
果
に

も
顕
著
に
表
れ
て
お
り
、
近
い
将
来
、
ア
ジ

ア
カ
ッ
プ
を
は
じ
め
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
、
国
際
舞
台
で
活
躍
す
る

選
手
が
、
日
本
、
韓
国
、
両
国
と
も
に
出
て

く
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　

韓
国
チ
ー
ム
の
練
習
や
試
合
に
対
す
る
一

生
懸
命
な
姿
勢
は
、
日
本
の
選
手
や
指
導
者

に
と
っ
て
も
「
大
き
な
刺
激
」
と
な
り
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
に
か
け
る
情
熱
、
向
き
合
う
姿

勢
等
、
今
回
の
交
流
事
業
を
通
じ
て
、
改
め

て
「
見
つ
め
直
す
」
貴
重
な
機
会
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

ま
た
、
話
す
言
葉
が
違
い
、
生
活
環
境
も

文
化
も
違
う
「
異
国
」
に
身
を
置
く
こ
と
は
、

改
め
て
日
本
で
の
生
活
の
利
便
性
や
自
分
た

ち
を
支
え
て
く
れ
る
家
族
、
仲
間
、
指
導
者

の
「
あ
り
が
た
さ
」
を
実
感
す
る
契
機
と
な

り
、
い
つ
も
と
違
う
環
境
で
国
際
交
流
を
す

る
機
会
は
極
め
て
貴
重
で
あ
り
、
選
手
に
と

っ
て
大
き
な
財
産
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

　

異
な
る
文
化
や
価
値
観
を
尊
重
し
合
い
、

協
力
す
る
姿
勢
が
自
然
と
培
わ
れ
る
交
流
事

業
実
施
の
意
味
・
意
義
を
感
じ
た
６
日
間
で

あ
っ
た
。
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オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
、
ホ
ッ
と
一
息
。

束
の
間
の
休
息
の
時
間
…
…
の
は
ず
だ
が
、

次
な
る
新
た
な
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
、
そ
の
準

備
が
水
面
下
で
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

審
判
ル
ー
ル
委
員
会
で
は
、
２
０
２
６
年

度
の
「
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

ル

ー
ル
」
の
改
正
作
業
を
中
心
に
な
っ
て
進
め
、

同
「
競
技
者
必
携
」
の
改
訂
作
業
等
も
進
め

ら
れ
た
。
ま
た
、
待
望
久
し
か
っ
た
「
オ
フ

ィ
シ
ャ
ル 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

ル
ー
ル 

ケ
ー
ス

ブ
ッ
ク
」
改
訂
第
７
版
が
２
月
に
発
行
さ
れ

る
こ
と
も
決
定
。
新
た
に
「
動
画
」
が
導
入

さ
れ
る
等
、
従
前
に
は
な
か
っ
た
取
り
組
み

に
も
着
手
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず
、「
競
技
者
必
携
」
審
判
の
部
で
も
、

こ
れ
ま
で
「
イ
ラ
ス
ト
」
で
掲
載
さ
れ
て
い

た
「
審
判
員
の
基
本
動
作
」
を
写
真
に
変
更

す
る
等
、
精
力
的
な
動
き
が
見
ら
れ
た
。

　

記
録
委
員
会
で
は
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
大
会

開
催
に
あ
た
っ
て
の
反
省
点
・
今
後
の
課
題
等

が
洗
い
出
さ
れ
、
何
を
ど
う
改
善
し
て
い
っ
た

ら
い
い
か
、
活
発
な
意
見
交
換
と
今
後
へ
向
け

た
活
動
の
指
針
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
。

　

隔
年
開
催
と
な
っ
た
「
全
国
審
判
員
・
記

録
員
中
央
研
修
会
」
が
２
月
に
開
催
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
、
そ
の
準
備
に
も
余
念
が
な
く
、

全
国
津
々
浦
々
ま
で
伝
達
事
項
を
漏
れ
な
く

伝
え
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
よ
り
効

果
的
な
研
修
方
法
・
研
修
内
容
は
な
い
か
、

と
議
論
を
重
ね
、
そ
の
準
備
が
日
夜
続
け
ら

れ
て
い
る
。

来るべき新たなシーズンへ

着々と進む準備……新シーズンに備える

新意匠ゴムボール

12inch・11inch バット
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審
議
に
先
立
ち
、
本
理
事
会
は
会
場
集
合

方
式
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
議
方
式
（
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
）
の
併
用
と
し
、
出
席

者
が
一
堂
に
会
す
る
の
と
同
等
に
適
時
・
的

確
な
意
見
表
明
が
互
い
に
で
き
る
状
態
と
な

っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
。
理
事
25
名
中
出
席

17
名
（
欠
席
８
名
）、
監
事
出
席
２
名
（
欠

席
１
名
）
で
定
款
第
36
条
に
基
づ
き
本
理
事

会
は
成
立
。
議
長
の
牧
島
会
長
が
移
動
中
は
、

岡
本
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
が
議
事
を
進
行

す
る
こ
と
が
確
認
・
了
承
さ
れ
た
。

●
審
議
事
項

第
１
号
議
案

諸
規
程
の
変
更
に
つ
い
て

　

岡
本
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
よ
り
、
服
務

規
程
お
よ
び
関
連
規
則
の
改
正
が
提
案
さ
れ

た
。

　

主
な
改
正
内
容
は
次
の
通
り
。

（
１
）
病
気
休
暇
の
期
間
変
更
：
社
会
保
険

労
務
士
か
ら
の
指
摘
を
受
け
、
現
行
の
90
日

か
ら
30
日
へ
と
変
更
す
る
。

（
２
）
住
居
手
当
の
支
給
対
象
：
支
給
対
象

者
の
定
義
に
「
世
帯
主
に
準
ず
る
者
」
の
文

言
を
追
加
し
、
実
態
に
即
し
た
運
用
を
図
る
。

（
３
）
疾
病
に
よ
る
休
職
期
間
の
変
更
：
給

与
補
償
期
間
や
健
康
保
険
の
傷
病
手
当
金
制

度
の
活
用
を
考
慮
し
、
現
行
の
３
年
か
ら
１

年
へ
と
変
更
す
る
。

（
４
） 

育
児
・
介
護
休
業
等
に
関
す
る
規
則

の
改
正
：
２
０
２
５
年
10
月
に
施
行
さ
れ
た

法
改
正
に
対
応
す
る
た
め
、
関
連
規
則
を
改

正
す
る
。

　

以
上
の
提
案
を
受
け
、
審
議
が
行
わ
れ
、

改
正
理
由
や
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
、
改
正
の
背
景
・
経
緯
、
根
拠
を
説
明
。

審
議
の
結
果
、
第
１
号
議
案
は
原
案
通
り
承

認
さ
れ
た
。

第
２
号
議
案

ガ
バ
ナ
ン
ス
コ
ー
ド
自
己
説
明
書
の

更
新
に
つ
い
て

　

岡
本
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
よ
り
、
ス
ポ

ー
ツ
団
体
ガ
バ
ナ
ン
ス
コ
ー
ド
自
己
説
明
の

う
ち
、
未
達
成
項
目
に
関
す
る
今
後
の
対
応

計
画
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
た
。

（
１
）
日
本
代
表
選
手
選
考
規
程
の
策
定

 

現
在
未
策
定
で
あ
る
「
日
本
代
表
選
手
選

考
規
程
」
に
つ
い
て
、
令
和
８
年
２
月
の
理

事
会
で
の
提
出
・
承
認
を
め
ざ
し
、
策
定
作

業
を
進
め
る
。

（
２
）
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
の
実
施

　

役
員
、
評
議
員
、
審
判
員
、
記
録
員
等
を

対
象
と
し
た
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
を
、

今
後
適
宜
実
施
し
て
い
く
。
本
年
度
は
２
月

の
審
判
員
・
記
録
員
中
央
研
修
会
に
お
い
て

実
施
。

　

以
上
が
説
明
・
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

第
２
号
議
案
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

第
３
号
議
案

令
和
８
・
９
年
度
役
員
改
選
に
つ
い
て

　

岡
本
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
よ
り
、
次
期

役
員
改
選
に
関
す
る
方
針
と
手
続
き
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
た
。

（
１
）
各
ブ
ロ
ッ
ク
お
よ
び
大
学
・
高
体
連

に
対
し
、
12
月
を
目
途
に
代
表
理
事
候
補
者

の
推
薦
を
依
頼
す
る
。

（
２
）
ガ
バ
ナ
ン
ス
コ
ー
ド
の
遵
守
、
特
に

「
女
性
理
事
比
率
40
％
」
の
達
成
目
標
を
推

薦
依
頼
の
文
書
に
明
記
す
る
。

（
３
）
次
回
常
務
理
事
会
に
お
い
て
、
外
部

委
員
を
含
む
６
名
で
構
成
さ
れ
る
役
員
選
考

委
員
会
の
委
員
人
選
案
を
提
案
す
る
予
定
で

あ
る
。

●
令
和
７
年
度 

第
４
回
理
事
会
議
事
録
●

期
日
：
令
和
７
年
11
月
30
日
（
日
）

　
　
　

13
：
00
～
14
：
35

場
所
：
東
京
・
新
宿
／
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ 

Ｓ
ｐ
ｏ
ｒ
ｔ 

Ｏ
ｌ
ｙ
ｍ
ｐ
ｉ
ｃ 

Ｓ
ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｅ

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
会
議
方
式
併
用

理
事
現
在
数
：
25
名

出
席
理
事
：
17
名

欠
席
理
事
：
８
名

出
席
監
事
：
２
名

欠
席
監
事
：
１
名

議
長
：
牧
島
か
れ
ん
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以
上
が
説
明
さ
れ
、
牧
島
会
長
よ
り
、
役

員
改
選
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
コ
ー
ド
を
基
本
方
針

と
し
て
運
用
す
る
こ
と
、
役
員
選
考
委
員
の

選
任
は
規
程
に
則
り
、
任
期
満
了
者
等
が
候

補
と
な
る
旨
の
補
足
説
明
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
説
明
・
提
案
を
受
け
、
審
議
が

行
わ
れ
、
審
議
の
結
果
、
第
３
号
議
案
は
原

案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

第
４
号
議
案

令
和
８
年
度
事
業
計
画
・

予
算
編
成
に
つ
い
て

　

岡
本
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
よ
り
、
令
和

８
年
度
の
予
算
編
成
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
た
。

（
１
）
各
本
部
長
お
よ
び
委
員
長
に
対
し
、

令
和
８
年
度
の
予
算
案
作
成
を
依
頼
し
、
定

め
ら
れ
た
期
限
ま
で
に
事
務
局
へ
提
出
す
る

よ
う
要
請
。

（
２
）
提
出
さ
れ
た
予
算
案
を
基
に
、
翌
年

１
月
に
開
催
さ
れ
る
「
財
務
委
員
会
」「
常

務
理
事
会
」
で
審
議
で
き
る
よ
う
編
成
作
業

に
取
り
組
む
。

　

以
上
の
説
明
・
提
案
を
受
け
、
審
議
が
行

わ
れ
、
審
議
の
結
果
、
第
４
号
議
案
は
原
案

通
り
承
認
さ
れ
た
。

第
５
号
議
案

第
86
回
～
第
89
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
お
け
る
正
式
競
技
に
つ
い
て

　

岡
本
専
務
理
事
よ
り
、
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大

会
（
国
ス
ポ
）
に
お
け
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競

技
の
現
状
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

国
ス
ポ
の
正
式
競
技
と
し
て
の
評
価
が
、

１
０
０
０
点
満
点
中
４
３
０
点
と
極
め
て
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
11
月
４

日
に
関
係
者
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
実
施
さ

れ
た
。
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
と
担
当
事
務

局
次
長
で
対
応
し
、
評
価
回
復
に
向
け
、
説

明
を
行
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

低
評
価
で
あ
っ
た
要
因
つ
い
て
は
、

（
１
）
普
及
活
動
、
特
に
若
年
層
の
女
性
選

手
の
育
成
や
参
加
に
関
す
る
具
体
的
な
取
り

組
み
の
提
示
が
不
十
分
。

（
２
）
国
ス
ポ
を
普
及
戦
略
に
ど
う
活
用
し

て
い
く
か
と
い
う
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
書
面
化

さ
れ
て
い
な
い
。

（
３
）
審
判
員
等
に
お
け
る
女
性
参
加
比
率

の
具
体
的
な
デ
ー
タ
が
未
整
備
。

（
４
）
ガ
バ
ナ
ン
ス
面
で
、
他
競
技
と
比
較

し
て
特
筆
す
べ
き
加
点
要
素
が
な
か
っ
た
。

　

以
上
が
説
明
さ
れ
た
後
、
岩
崎
理
事
よ
り

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
事
例
が
提
示
さ
れ
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
は
過
去
に
同
様
の
低
評
価
を
受
け

た
際
、「
現
状
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
対
し
、

今
後
ど
の
よ
う
に
対
策
を
立
て
て
進
め
て
い

く
か
」
を
具
体
的
に
回
答
す
る
こ
と
で
評
価

を
乗
り
越
え
た
経
験
が
あ
る
と
の
事
例
が
紹

介
さ
れ
た
。

　

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
、
正
式
競
技

と
し
て
の
存
続
可
否
は
、
来
年
３
月
に
開
催

さ
れ
る
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
理
事
会
で
最

終
的
に
決
定
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
た
。

　

本
理
事
会
に
お
い
て
は
、
本
件
を
重
く
受

け
止
め
、
今
後
も
協
会
挙
げ
て
最
善
を
尽
く

す
と
と
も
に
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い

く
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

第
６
号
議
案

倫
理
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会

か
ら
の
報
告
・
審
議

　

岡
本
倫
理
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
長

よ
り
、
倫
理
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会

で
審
議
さ
れ
た
各
案
件
の
概
要
と
処
分
案
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
審
議
が
行
わ
れ
た
。

　

本
理
事
会
に
お
い
て
、
各
案
件
の
概
要
把

握
を
改
め
て
行
い
、
処
分
案
に
つ
い
て
は
倫

理
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
会
の
決
定
を

支
持
し
、
承
認
。
継
続
審
議
と
な
っ
て
い
る

案
件
に
つ
い
て
は
、
再
度
審
議
を
行
う
こ
と

が
確
認
・
了
承
さ
れ
た
。

　

現
在
調
査
中
の
案
件
の
う
ち
、
案
件
Ａ
の

調
査
対
象
者
が
関
係
す
る
競
技
大
会
に
お
け

る
職
位
に
つ
い
て
、
職
務
自
粛
が
長
期
化
し
、

競
技
大
会
準
備
へ
の
支
障
が
発
生
し
て
い
る

状
況
に
鑑
み
、
緊
急
的
な
特
例
措
置
と
し
て
、

（
１
）
現
在
の
職
位
へ
の
推
薦
を
解
除

（
２
）
後
任
候
補
と
し
て
●
●
●
●
氏
（（
※

注
）
な
お
、
未
就
任
で
あ
る
た
め
本
記
載
で

は
伏
せ
て
お
り
ま
す
）
を
「
外
部
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
」
と
し
て
推
薦
し
、
業
務
推
進
を
行
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
つ
い
て
提
案
、
慎
重
審
議

の
う
え
で
可
決
さ
れ
た
。

　

な
お
、
調
査
終
了
後
に
改
め
て
処
分
要
否

に
関
す
る
審
議
等
を
行
う
旨
が
確
認
さ
れ
た
。
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第
７
号
議
案

Ｌ
Ａ
28
に
向
け
た

女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
チ
ー
ム

の
活
動
に
つ
い
て

　

岡
本
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
よ
り
、
Ｌ
Ａ

28
（
２
０
２
８
年
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
）
に
向
け
た
女
子
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
の
今

後
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
提

案
さ
れ
た
。

（
１
）
第
３
次
国
内
強
化
合
宿

　

群
馬
県
高
崎
市
で
実
施

（
２
）
第
４
次
国
内
強
化
合
宿

　

長
崎
県
大
村
市
で
実
施

（
３
）
第
１
次
海
外
強
化
合
宿

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ブ
リ
ス
ベ
ン
で
実
施

（
４
）
第
２
次
海
外
強
化
合
宿

　

ア
メ
リ
カ
・
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
実
施

　

ま
た
、
女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表
チ
ー
ム
へ

の
支
援
状
況
が
報
告
さ
れ
、
第
４
次
国
内
強

化
合
宿
の
開
催
地
で
あ
る
長
崎
県
大
村
市
お

よ
び
地
元
企
業
に
よ
り
「
応
援
す
る
会
」
が

発
足
さ
れ
る
等
、
多
大
な
る
支
援
を
受
け
て

い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
説
明
を
受
け
、
審
議
の
結
果
、

第
７
号
議
案
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

第
８
号
議
案

総
務
委
員
会
提
案
事
項

　

瀬
戸
山
総
務
委
員
長
よ
り
、
次
の
６
項
目

に
つ
い
て
提
案
さ
れ
た
。

（
１
）
令
和
８
年
度
全
日
本
大
会
日
程
案

　

提
示
さ
れ
た
日
程
案
に
つ
い
て
、
次
の
変

更
点
を
含
め
、
承
認
さ
れ
た
。

①
天
皇
杯
（
高
知
県
）：
高
校
野
球
の
日
程

と
の
兼
ね
合
い
に
よ
り
、
10
月
開
催
と
な
る

予
定
。

②
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
：
11
月
８
日
～
10
日
開

催
（
監
督
会
議
は
７
日
）
に
変
更
。

③
高
校
選
抜
女
子
：
３
月
19
日
競
技
開
始

（
開
会
式
は
18
日
）
に
変
更
。

④
春
季
小
学
生
男
子
（
長
崎
県
）：
会
場
を

時
津
町
か
ら
大
村
市
へ
変
更
す
る
可
能
性
が

あ
る
。

（
２
）
全
日
本
大
会
試
合
球

　

ゴ
ム
ボ
ー
ル
使
用
大
会
に
つ
い
て
は
提
案

通
り
決
定
。
な
お
革
ボ
ー
ル
に
つ
い
て
は
継

続
審
議
。

（
３
）
全
国
大
会
出
場
チ
ー
ム
数
割
当

　

実
業
団
女
子
・
ク
ラ
ブ
女
子
選
手
権
大
会

の
統
合
も
議
論
さ
れ
る
中
、
こ
れ
ら
の
大
会

を
維
持
・
活
性
化
さ
せ
る
方
針
に
基
づ
き
、

女
子
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
全
国
大
会
出
場
枠
を
実

業
団
女
子
（
目
標
20
チ
ー
ム
）、
ク
ラ
ブ
女

子
（
目
標
32
チ
ー
ム
）
に
拡
大
す
る
。

（
４
）
小
学
生
大
会
の
秋
季
開
催
（
試
行
）

　

近
年
の
猛
暑
に
よ
る
熱
中
症
リ
ス
ク
を
考

慮
し
、
令
和
８
年
11
月
に
「
全
日
本
小
学
生

選
抜
男
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」（
試
み
の

大
会
）
を
鹿
児
島
県
お
よ
び
高
知
県
で
試
験

的
に
開
催
す
る
。

（
５
）
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
の
適
用

　

試
合
時
間
の
短
縮
と
選
手
の
健
康
保
護
を

目
的
と
し
て
、
来
年
度
よ
り
す
べ
て
の
全
日

本
大
会
に
お
い
て
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ル
ー
ル

に
定
め
ら
れ
た
得
点
差
コ
ー
ル
ド
（
３
回
15

点
、
４
回
10
点
、
５
回
７
点
）
を
適
用
す
る
。

（
６
）
指
導
者
資
格
の
確
認
方
法

　

試
合
前
に
行
う
指
導
者
資
格
の
確
認
に
つ

い
て
、
モ
バ
イ
ル
資
格
証
と
身
分
証
明
書
を

併
用
す
る
方
法
を
改
め
て
徹
底
す
る
方
針
を

確
認
。

　

以
上
の
説
明
・
提
案
を
受
け
、
審
議
が
行

わ
れ
、
審
議
の
結
果
、
第
８
号
議
案
は
原
案

通
り
承
認
さ
れ
た
。

第
９
号
議
案

審
判
・
ル
ー
ル
委
員
会
提
案
事
項

　

神
谷
審
判
ル
ー
ル
委
員
長
よ
り
、
次
の
３

項
目
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
た
。

（
１
）
公
認
審
判
員
規
程
改
正

　

審
判
員
の
確
保
・
育
成
を
促
進
す
る
た
め
、

第
１
種
公
認
審
判
員
の
受
験
資
格
を
緩
和
す

る
（
第
２
種
公
認
審
判
員
資
格
取
得
後
「
1

年
以
上
を
経
過
し
」
を
「
応
答
月
以
上
と
す

る
」
に
改
正
）。
ま
た
、
第
２
種
公
認
審
判

員
の
受
験
資
格
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
。

（
２
）
２
０
２
６
年
版
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ル
ー

ル
改
正
案

　

現
行
ル
ー
ル
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
文

言
整
理
を
中
心
と
し
、
修
正
点
の
一
覧
を
ま

と
め
た
資
料
が
提
出
さ
れ
た
。

（
３
）
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
改
訂
第
７
版
の
発
行

と
価
格
改
定

　

審
判
員
の
基
本
動
作
、
判
定
基
準
・
ル
ー

ル
適
用
に
関
す
る
理
解
を
助
け
る
動
画
を
新

た
に
掲
載
（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
読
み
込
む
）
す

る
等
、
新
要
素
を
追
加
す
る
こ
と
、
お
よ
び

６
年
前
の
前
版
発
行
か
ら
物
価
が
上
昇
し
て

い
る
こ
と
を
鑑
み
、
新
版
の
販
売
価
格
を
２

０
０
０
円
（
税
込
）
に
改
定
す
る
。

　

以
上
が
説
明
・
提
案
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

第
９
号
議
案
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

第
10
号
議
案

リ
ー
グ
委
員
会
提
案
事
項

　

西
リ
ー
グ
委
員
長
よ
り
次
の
内
容
が
提
案

さ
れ
た
。

（
１
）
２
０
２
６
年
度
日
本
男
子
・
女
子
リ

ー
グ
日
程
案

　

２
０
２
６
年
度
の
試
合
日
程
案
を
提
案
。
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（
２
）
日
本
女
子
リ
ー
グ
所
属
チ
ー
ム
移
籍

　

日
本
女
子
リ
ー
グ
所
属
チ
ー
ム
「
Ｃ
ｉ
ｔ

ｒ
ｉ
ｎ
ｅ 
Ｉ
ｃ
ｈ
ｉ
ｎ
ｏ
ｍ
ｉ
ｙ
ａ
」
よ

り
提
出
さ
れ
た
移
籍
申
請
（
活
動
拠
点
を
愛

知
県
一
宮
市
か
ら
島
根
県
へ
移
す
）
を
提
出
。

（
３
）
２
０
２
６
年
度
日
本
女
子
リ
ー
グ
チ

ー
ム
構
成

　

２
０
２
６
年
度
の
日
本
女
子
リ
ー
グ
は
、

次
の
チ
ー
ム
構
成
と
な
る
。

【
プ
ラ
チ
ナ
セ
ク
シ
ョ
ン
】

　

靜
甲
、
Ｙ
Ｋ
Ｋ
、
花
王
コ
ス
メ
小
田
原
フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス
、
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ　

Ａ
Ｌ
Ｌ　

Ｗ
Ａ

Ｖ
Ｅ　

Ｋ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｙ
Ａ
、
ル
ネ
ス
紅
葉
ス
ポ

ー
ツ
柔
整
専
門
学
校
、
厚
木
Ｓ
Ｃ

【
サ
フ
ァ
イ
ア
セ
ク
シ
ョ
ン
】

　

Ｖ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｓ
市
原 

Ｅ
ｍ
ｅ
ｒ
ａ
ｌ
ｄ 

Ｇ
ｒ

ｅ
ｅ
ｎ
、
大
和
電
機 

Ｂ
ｌｕ
ｅ 

Ｌａ
ｋｅ
ｒ
ｓ
、

小
泉
病
院 

Ｂ
ｌｕ
ｅ 

Ａｒ
ｒ
ｏ
ｗ
ｓ
、
平
林
金

属 

Ｐｅ
ａ
ｃ
ｈ
ｂ
ｌｏ
ｓ
ｓ
ｏ
ｍ
ｓ
、
ペ
ヤ
ン
グ
、

Ｃ
ｉ
ｔ
ｒ
ｉｎ
ｅ 

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｅ

　

以
上
が
提
案
・
説
明
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、

第
10
号
議
案
は
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

●
報
告
事
項

１
．
普
及
本
部
会
報
告

　

磯
谷
普
及
本
部
長
よ
り
、
次
の
内
容
が
報

告
さ
れ
た
。

（
１
）
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ
の
活
用

　

普
及
ツ
ー
ル
「
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｌ
」
を
活

用
し
、
保
護
者
や
家
族
を
巻
き
込
ん
だ
普
及

活
動
を
推
進
し
て
い
く
。

（
２
）
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
振
興
会
（
球

心
会
）
と
の
連
携

　

野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
振
興
会
（
球
心

会
）
と
の
連
携
、
イ
ベ
ン
ト
や
新
た
な
普
及

事
業
で
あ
る
「
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
事
業
」
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
報
告
。

２
．
Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
総
会
報
告

　

岡
本
専
務
理
事
兼
事
務
局
長
よ
り
、
次
の

内
容
が
報
告
さ
れ
た
。

（
１
）
宇
津
木
妙
子
副
会
長
、
無
任
所
理
事

へ
の
再
任

　

Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
（
世
界
野
球
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連

盟
）
総
会
に
お
い
て
、
宇
津
木
妙
子
副
会
長

が
無
任
所
理
事
に
再
任
。

（
２
）
各
種
表
彰

①
宇
津
木
妙
子
副
会
長

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
勲
章
を
受
章
。

※
長
年
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
へ
の
功
労
と
多
大

な
る
国
際
的
な
活
躍
を
称
え
、
受
章

②
（
公
財
）
日
本
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

　

Ｗ
Ｂ
Ｓ
Ｃ
か
ら
「
２
０
２
３
第
１
回
女
子

Ｕ
15
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
開
催
感
謝
プ
レ
ー

ト
」
が
贈
呈
さ
れ
た
。

③
男
子
Ｕ
18
日
本
代
表

　

田
中
徹
浩
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
が
「
２
０
２
３

最
優
秀
コ
ー
チ
」、
津
田
龍
輝
選
手
が
「
２

０
２
３
最
優
秀
選
手
」
に
選
出
さ
れ
た
。

④
女
子
Ｔ
Ｏ
Ｐ
日
本
代
表

　

宇
津
木
麗
華
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
が
「
２
０
２

４
最
優
秀
コ
ー
チ
」、
上
野
由
岐
子
選
手
が

「
２
０
２
４
最
優
秀
選
手
」
に
選
出
さ
れ
た
。

（
３
）
ア
ジ
ア
連
盟
総
会

　

２
０
２
６
年
１
月
開
催
予
定
の
ア
ジ
ア
連

盟
総
会
に
つ
い
て
報
告
。

　

以
上
が
報
告
さ
れ
た
。

３
．
新
意
匠
球
の
「
バ
リ
残
り
」

　

新
意
匠
ゴ
ム
ボ
ー
ル
の
一
部
に
見
ら
れ
る

ゴ
ム
の
「
バ
リ
残
り
」
に
つ
い
て
、
製
造
工

程
で
発
生
す
る
も
の
で
あ
り
、
不
良
品
で
は

な
く
競
技
に
も
支
障
は
な
い
と
の
メ
ー
カ
ー

説
明
が
あ
っ
た
。

　

本
件
に
つ
い
て
、
各
都
道
府
県
協
会
へ
周

知
徹
底
を
図
る
こ
と
が
確
認
・
了
承
さ
れ
た
。

４
．
そ
の
他

　

鈴
木
常
務
理
事
よ
り
、
審
議
事
項
外
の
議

題
と
し
て
、
サ
ス
ペ
ン
デ
ッ
ド
ゲ
ー
ム
の
運

用
に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
、
特
に
中
断
さ

れ
た
試
合
を
「
１
試
合
」
と
し
て
カ
ウ
ン
ト

す
る
基
準
が
曖
昧
で
あ
り
、
大
会
や
審
判
員

の
判
断
に
よ
っ
て
差
異
が
生
じ
る
可
能
性
が

あ
る
た
め
、
明
確
な
規
定
を
設
け
る
べ
き
と

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
今
後
、

担
当
各
委
員
会
で
協
議
・
検
討
し
て
い
く
こ

と
が
確
認
・
了
承
さ
れ
た
。
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Ｊ
Ｄ
リ
ー
グ
・
日
本
女
子
リ
ー
グ

担
当
審
判
員
選
考
会
を
実
施
！

　

昨
年
12
月
12
日
（
金
）
～
14
日
（
日
）、

静
岡
県
伊
豆
市
／
天
城
ド
ー
ム
を
会
場
に

「
令
和
８
年
度
Ｊ
Ｄ
リ
ー
グ
・
日
本
女
子
リ

ー
グ
担
当
審
判
員
選
考
会
」（
第
２
次
選
考

会
／
実
技
選
考
）
が
実
施
さ
れ
た
。

　
「
第
１
次
選
考
」（
書
類
選
考
）
を
通
過
し

た
65
名
の
審
判
員
の
う
ち
、
２
０
２
５
シ
ー

ズ
ン
「
Ｊ
Ｄ
リ
ー
グ
プ
レ
ー
オ
フ
・
ダ
イ
ヤ

モ
ン
ド
シ
リ
ー
ズ
」
に
選
出
さ
れ
た
「
12
名
」

は
こ
の
「
第
２
次
選
考
」（
実
技
選
考
）
を

免
除
。
残
る
53
名
が
実
技
選
考
に
臨
む
予
定

で
あ
っ
た
が
、
不
慮
の
ケ
ガ
等
で
２
名
の
参

加
が
叶
わ
ず
、
当
日
は
「
51
名
」
で
の
選
考

会
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
な
っ
た
。

　

選
考
会
初
日
は
「
ペ
ー
パ
ー
テ
ス
ト
」
を

実
施
。
２
日
目
・
３
日
目
（
最
終
日
）
は
開

催
地
・
静
岡
の
飛
龍
高
等
学
校
、
星
陵
高
等

学
校
の
全
面
的
な
協
力
を
得
て
「
投
球
判
定

の
選
考
」「
実
戦
形
式
の
選
考
」
が
行
わ
れ
、

選
考
会
の
全
日
程
を
終
了
し
た
。

　

今
回
の
選
考
結
果
は
（
公
財
）
日
本
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
協
会
・
審
判
ル
ー
ル
委
員
会
に
て

合
否
が
決
定
さ
れ
、
理
事
会
に
提
案
。
そ
の

審
議
・
決
議
を
経
て
、
正
式
発
表
さ
れ
る
。

事
務
局
だ
よ
り
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